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プルーフ 刷版・CtP 関連 印刷関連 製本関連

（株）ミノグループ
理想科学工業（株）
ミューラー・マルティーニジャパン（株）

（株）ホリゾン東テクノ
共同製本（株）
富士フイルムシンプルプロダクツ（株）

（株）オープンエンド
（株）シンクラボラトリー
グラパック・ジャパン（株）
日本紙パルプ商事（株）
日本加工製紙（株）
平和紙業（株）

日本平版機材（株）
ピーエス工業（株）
（株）ニィス
アドビシステム（株）
アップルコンピュータ（株）
東レ（株）
（株）一誠社
共同印刷（株）
フュージョン（株）
エイト印刷（株）
（株）厚徳社
壮光舎印刷（株）

相互印刷工芸（株）
富士精版（株）
（株）平河工業社
（株）ピクトリコ
（株）プロスパークリエイティブ
内外インキ中国販売（株）
（株）シンボリック・コントロール
（株）テシコン
（株）ＣＧＳジャパン
印刷博物館

オフセット印刷機

　LITHRONE S-426＋PDCSⅡ

　　（小森コーポレーション）

　ハイデルGTO-Z52

　　（ハイデルベルグジャパン）

デジタル印刷機

　ページマスタープロ 6500 フルスペック

　　（コニカミノルタビジネスソリューションズ） 

　RISOGRAPH SR7400（理想科学工業）

品質管理ソフト

　QC Viewer（小森コーポレーション）

　QC Navi（JPA）

断裁機
　ポーラ76EM
　　（ハイデルベルグジャパン）
自動丁合機
　AC-8000S（ホリゾン）
中とじ製本機
　SPF-10 （ホリゾン）
周辺機器
　SSカラーマッチングシステム
　　（誠伸商事）
　加湿器（ピーエス工業）
　MC-350
　SU-552PR/W-50
　D-3001
　ハイパー調色専科（東京インキ）
　インキ展色装置カラーチェッカー RIT-02S
　トルクレンチ（明治ゴム）
　シリンダーゲージ
　顕微鏡
　PHメーター B-112（堀場）
　IONメーター（堀場）
　CONDUCTIVITYメーター（堀場）

プリンター

　MC-7000（エプソン）

　PX-7500（エプソン）

CMS関係

　ORIS Color Tuner//Web

　　（CGSジャパン）

　Spectro-Scan/Lino

　プロファイルメーカー

　　（きもと）

分光色彩計

　SPM60（グレタグ）

　SP 830 （テシコン）

RIP

　Trueflow SE（ＭＴＪ）

　AD-510PM（ＭＴＪ）

　ExpressRIP（codel）

プレートセッター

　PlateRite4300E（ＭＴＪ）

プレートプロセッサー

　LP-940H Ⅱ （ＦＦＧＳ）

網点面積測定器

　DMS910（テシコン）

水平真空焼付機

　P-806-G（ＭＴＪ）
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１．印刷技術の標準化と技術革新

 １）CCS（カラーコミュニケーションシステム）

在来の網点パーセントを標準化したカラーチャー

トと異なり、色の三属性（明度・彩度・色相）を

基本に作成されたカラーチャートで、発注者と印

刷会社間のカラーコミュニケーションを円滑にす

ることを意図して開発されたものです。

 ２）デジタルカメラの品質アップと RAW データワークフロー

TIFF、JPEG に比べ品質面ではるかに可能性を秘め、

フレキシビリティーもある RAW データを使いこな

す（標準化する）方法を開発。「標準ソース画像生

成システム」がポイント。これによりデジカメ画

像の真のワンソース・マルチユースが可能になる。

 ３）総合⊿ E≦ 1.0 以下にする新カラーマッチング法

汎用のインクジェットプリンターと印刷物との色

差（⊿ E）を 1.5 以下（殆ど差異を感じさせない

レベル）にする CMS 法と、それをユーザー自身が

簡単に 30 分程度でカスタマイズできるシステムを

構築しました。

 ４）ハイブリットオープンワークフロー「Print Universe」の開発

デジタル印刷機・CtP の出力機と組み合されてい

る各メーカーの専用 RIP を使用しなくてもワーク

フローを構築できるよう、オープンなデジタル環

境を開発しました。

 ５）印刷機の受入検査の標準化

印刷機の検収を短時間で効率的に行ない、導入後

のトラブルを未然に防ぐために必要なテストパ

ターンの開発と、検収方法を標準化しました。

 ６）ＪＰＡホールインワン（HIO）System

準備作業ゼロ、やり直しゼロを目指した画期的な

システムを 3つの分野に分けて開発しています。

 ① プレゼンテーション編（VAC）

 ② デジタルカメラ編（PCG）

 ③ プリプレス編（BCS・BCR）

 ④ 印刷編（KOMORI ハイパーシステムに搭載）

 ７） カラー印刷の新品質評価・管理法「QC-Uni.Interface」

発注者の感覚的評価と製造現場の数値管理を相関

（一致）させる QC のユニバーサル・インタ－フェ

イスを開発。品質のストライクゾーンを数値化し

たのがポイント。テストチャート（TCM）、3 点グ

レーバランス管理法、QC 鳥瞰図が 3 種の神器。い

つ・どこで印刷しても⊿Ｅ３以下に品質を揃えら

れ、HIO システムとの組合せで、5 枚目から本紙

出しが可能になります。

２．需要創出のための研究、開発

 １）地域活性化のための研究

お店と住民のコミュニケーションのお世話をする

「WAVE 文京」を発行。

 

 ２）「イメージマーケティングを支援する“VAC システム”」の商品化

発注者及び消費者の好みを汲み取り、よりハイ

タッチな印刷商品を創造していく新しいデジタル

プレゼンテーションシステムです。

 ３）関係づくりを支援する印刷メディア産業のブランディング戦略

住民中心の地域ブランド化を促進するニュー・ミドルマ

ン的サービスのありよう。

 ４）「印刷メディアの感性価値を高めるハイタッチ加工」の研究

３．経営革新と後継者問題

 １）乱世を生き抜く経営戦略と理念の立案

 ２）経営者のための「キャッシュベース戦略経営鳥瞰図」の考案

 ３）「経営の行動指針 10 ヶ条」の提案

業界に役立つ実践的研究開発

WAVE 文京 28 号と 29 号の表紙
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　新しい印刷人のつながりを世界に広げるとともに、

各国の " 根情報 " が常に入手できるよう海外の印刷人

と積極的に交流を深めています。以下に最近のものを

報告します。

● 韓国の大手化粧品パッケージ専門印刷会社 Taeshin 

Inpack 社の B.D.Kangz 社長と H.S.Byun 理事が曺先生を

頼って来校。特にパッケージ印刷の品質管理について

相談があった。(2010.2.8)

● 第 2 回世界印刷標準化会議 ( マレーシア・クアラル

ンプールで開催）に、

濵学校長が昨年に続

きゲストスピーカと

して招聘された。今

年は特に「ISO と QC

鳥瞰図の統合の可能

性とメリット」につ

いて、印刷 OEM 研究

会との検証成果を含め紹介した。

現地では小森コーポレーション・

マレーシア支店に 2008 年夏より

出向しているホックさん（13 期

OB）がサポートしてくれ大変助

かった。（2010.8.4-8）

● 新丘大学印刷科の 3 名の先生が学生 6 名（内女性４

名）を引率し、研修旅行の一環として本学を視察。新

丘大学は曺先生の母校であり、学生達は引率の呉盛祥

教授とも親しい間柄の曺先輩の説明をリラックスして

聞けたようだ。見

学後のミーティング

で学生達が将来の進

路・仕事内容につい

て具体的な目標を明

確に持っていたこ

とが印象に残った。

（2010.8.23）

● 第 22 回世界ラベルコンテストの審査で濵学校長が

アメリカ・シカゴへ出張。全日シール組合（JFLP）か

らは小宮山会長の他に下山技術委員長が初めて同席さ

れた。日本は 27 部門中 12 部門にしかエントリーしま

せんでしたが、最優

秀賞 6、審査員特別

賞 4、と今年も健闘。

入賞率では 83% と最

高率でした。シカゴ

到着の日曜日は 2009

年よりアメリカに駐

在している " きもと

" の川口さん（12 期 OB）が出迎

えてくれ、最近のアメリカの市

民生活、電子ブックの普及状況、

印刷オンデマンド市場の動向な

ど現地での生情報を聞けて大変

参考になった。（2010.9.12-18）

● モンゴル印刷組合の招請で、濵学校長が 1989 年

以来 2 度目となるウランバートルを訪問。15 日は

Myagmarpurev 理事長と Altantuya 常務理事の案内で、

工科大学印刷科と大手印刷会社 2 社を視察。16 日は終

日 JPA-QC 鳥瞰図管理法を中心にしたカラーマネジメン

トについてセミナー。熱気溢れる雰囲気で、最後の質

疑応答が 1 時間以上

続き、主催者が打ち

切らざるを得ないほ

ど で あ っ た。17 日

は Batsuuri 氏はじめ

1989 年当時の研修参

加者の有志十数名が

集まり旧交を温めた。

夕食会には当時の研修参加者で、1990 年の民主化初代

ochirbat 大統領夫人でもある Mrs.Sh.Tsevelmaa 女史

もお出で頂き感激。18 日は午前中に文部・文化大臣と、

夜出発前の晩餐会で

は Mr.Enkbold 国会副

議長（印刷組合の会

長でもある）と会談

し、JPA への留学生

の派遣について話し

合った。この旅行に

は6期OBの永江氏（昭

和堂印刷常務）が同行した。尚、本企画は、アベコー

ポレーションの安部社長のご尽力により実現したもの

であり感謝申し上げる。（2010.10.14-19）

よりグローバルに、世界的視野で国際交流活動

韓国・新丘大学の先生と学生

審査員と小宮山氏（左端）、下山氏（右端）

川口さん（シカゴオフィス前にて）

ホックさん一家（自宅にて）

Enkbold氏と組合幹部の方々

モンゴル印刷組合主催のセミナー

世界印刷標準化会議の講師＆事務局
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楽しく、充実したＪＰＡライフ

・2009年度 第 8回一日体験入学［13日］

・新春感謝会［22日］

・PAGE'2010( 印刷の機材展 )見学［3～ 5日］

・2009年度 第 9回一日体験入学［6日］

・実践研究発表会［20日］

・修了・卒業特別研修

・現業実習 (マーケット調査 )［1～ 9日］

・2009年度 第 10回一日体験入学［10日］

・卒業式［19日］

・リフレッシュ合宿［3/31 ～ 4/1日］

・入学式［7日］

・印刷会社・展示会・写真スタジオ見学・OB 特別講義

・印刷会社・資料館見学

・コミュニケーション合宿［1～ 4日］

・2010年度 第 1回一日体験入学［19日］

・印刷関連施設見学（日本印刷会館 等 )

・検定試験 (ビジネス能力 )［4日］

・ＪＰＡフォーラム［15 ～ 16日］

・印刷機材展 (PRIMEDEX2010) 見学と本学展示［22 ～ 24日］

・ＪＰＡ同窓会［23日］

・2010年度 第２回一日体験入学［30日］　　

・現業実習 (自社及び印刷会社）

・韓国新丘大学の先生と学生が本学訪問［24日］

・2010年度 第３回一日体験入学［25日］

・現業実習報告会［7日］

・2010年度 第４回一日体験入学［11日］

・基礎実習開始 (機材・資材メーカー )［28日～］

・2010年度 第５回一日体験入学［16日］

・地場産業展（文京博覧会）に出展し、本学を紹介［26 ～ 27日］

・基礎実習終了［～ 9日］

・東京小森会に参加［16日］

・2010年度 第６回一日体験入学［13日］

・2010年度 第７回一日体験入学［4日］

・検定試験 (カラーコーディネーター［5日］、情報処理活用能力［12日］)

・BIG MG 大会（１年生 )［17日］

実践研究

発表会

（DICビル）

コミュニケーション合宿（埼玉県秩父）

ＪＰＡフォーラム

PRIMEDEX2010 韓国・新丘大学の先生と学生

ＪＰＡ同窓会

（品川プリンスホテル）
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全国に広がる卒業生のネットワーク

多方面から求められる就職

業界で活躍する卒業生

8

2

5

10（1）

12

13

6

12（1）

29（1）

7

8

3

14 5

11

12

８(1)

20

1

5 ６

4 1
22

10（1）
18

28

31
20

15

１4
35

22９（4）

88

23

22

31

46

３1
18

11 15（2）

６

10（1）

15

26

6

海外留学生［ ６６名 ］

韓国21・中国13・香港1・タイ3・マレーシア3

台湾2・バングラディッシュ2・ガーナ１・スリランカ１

モンゴル１・インドネシア1

ドイツ交換留学生：17

ディレクター

マーケッターセールスマン

技術者

経営者

プランナー

ＪＰＡ

　グラフィック・メディアを核としてあらゆるメ

ディア（マルチメディア）を総合的に教育してい

るため、DTP・印刷・製本加工などの印刷メディ

ア業種、情報処理・製版印刷機材販売などの関連

業種などから求人があります。また、全国に本学

と協力関係にある会社、卒業生が経営者の会社な

どがあり、地元で就職を希望する学生を紹介でき

ます。

マネージャーとして活躍

クリエータとして活躍

エンジニアとして活躍

※（ ）内は在校生数
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役員一覧　2010 年５月改選（敬称略）

役　職 氏　名 勤　務　先　等

理　事　長 浅野　　健 株式会社金羊社　代表取締役社長

常務理事 小森　善治 株式会社小森コーポレーション　代表取締役社長

理　　　事 山口　政廣 社団法人日本印刷産業連合会　会長　

〃 水上　光啓 全日本印刷工業組合連合会　会長

〃 山田　廣司 社団法人日本グラフィックサービス工業会　会長　

〃 小林　博美 日本グラフィックコミュニケーションズ工業組合連合会　会長

〃 大橋　淳男 東京インキ株式会社　取締役社長 

〃 赤坂　洋輔 共同印刷株式会社　専務取締役

〃 橋本　和弥 社団法人日本印刷技術協会　広報企画部部長

〃 濵　　照彦 日本プリンティングアカデミー　学校長

監　　　事 金子　　収 共同製本株式会社　代表取締役会長

〃 篠原　通夫 篠原会計事務所　公認会計士

役　職 氏　名 勤　務　先　等

評　議　員 浅野　　健 株式会社金羊社　代表取締役社長

〃 小森　善治 株式会社小森コーポレーション　代表取締役社長

〃 大橋　淳男 東京インキ株式会社　取締役社長

〃 赤坂　洋輔 共同印刷株式会社　専務取締役

〃 小宮山光男 全日本シール印刷協同組合連合会　会長

〃 星野　一男 全日本製本工業組合連合会　会長

〃 石田　　明 大日本スクリーン製造株式会社　代表取締役会長

〃 鈴木　裕二 コニカミノルタ グラフィック イメージング株式会社　代表取締役社長

〃 山本　幸平 ハイデルベルグ・ジャパン株式会社　代表取締役社長

〃 渥美　守弘 富士フイルム株式会社　グラフィックシステム事業部事業部長　

〃 川村　喜久 ＤＩＣ株式会社　取締役

〃 利根川政明 利根川印刷株式会社　代表取締役社長

〃 小笠原　誠 共同印刷株式会社　常務取締役

〃 金子　政彦 株式会社金精社　代表取締役社長

〃 福田　七衛 誠伸商事株式会社　代表取締役社長

〃 鎌野　亮二 日本プリンティングアカデミー　　客員教授

〃 森元　勝夫 モリモト印刷株式会社　取締役社長（ 本学 OB １期生）

〃 日比野信也 日生印刷株式会社　代表取締役社長（ 本学 OB ３期生）

〃 石橋　　理 石橋印刷株式会社　取締役社長（ 本学 OB ５期生）

〃 濵　　照彦 日本プリンティングアカデミー　　学校長

〃 山内　忠男 日本プリンティングアカデミー　　教授（ 学務部長兼事務長）

〃 内田　和文 日本プリンティングアカデミー　　教授（ 教務部長兼工房長）

顧　　問 高畑　　傳 元日本プリンティングアカデミー学校長



グラフィック・メディアの専門学校




